
質 疑 ・ 回 答 書 

令和5年11月 1日

発注番号 05KA-183 件 名 希釈放流センター設備改修工事

№ 質 疑 事 項 回 答

1

設計図 M-17 薬注設備 仮設計画図

ポンプ付とありますが、ポンプの仕様をご

教授ください。

既設ポンプ 

苛性ソーダ：IWAKI CO.LTD 

 型式：LK-41VS-02 

製造番号：1030509,1030510 

次亜塩素酸ソーダ：IWAKI CO.LTD 

型式：MD-70RVM 

 製造番号：M12312666 

 M12312667 

硫酸：IWAKI CO.LTD 

 型式：LK-31VC-02 

 製造番号：013047,013048 

上記と同等品とする。 

2

同上

薬液について液濃度、液温度、液比重、粘

度をご教授ください。

不明な場合、苛性ソーダ濃度 24%、硫酸濃

度 70%として積算いたしますが問題ないで

しょうか。

苛性ソーダ：24% 比重：1.26 以上 常温 

硫酸：75% 比重：1.674 常温 

次亜塩素酸ソーダ：13% 比重：1.234 常温 

3 

発注仕様書 P.9 第 6節 工事範囲

3工事範囲外

脱臭装置の運転調整とありますが、仮設薬

注設備への薬液補充作業は薬液も含めて範

囲外としてよろしいですか。

仮設薬注設備への薬液購入、薬液補充は工事

範囲外とする。 

仮設薬注設備に既設薬品タンク内薬品の残液

移し替えは工事範囲内とする。 

4 

発注仕様書 P.19 第 2節 薬注設備

既設機器（タンク、ポンプ）の製造会社、

型式、製番をご教授ください。

既設薬品タンク 

苛性ソーダ：日特プラスチック㈱ 

型式：BT-P200 

次亜塩素酸ソーダ：日特プラスチック㈱ 

型式：BT-P30 

硫酸：日特プラスチック㈱ 

型式：BT-P20 

既設ポンプ 

回答１のとおり。 

5 

発注仕様書 P.21 第 4節 撤去工事(4)

残液処分の積算に際して、各薬品の SDS を

ご教授ください。

苛性ソーダ、次亜塩素酸ソーダ、硫酸、無機

凝集剤（PAC）は別添資料のとおり。 

消泡剤、脱水助剤についてはありません。 

6 

発注仕様書 P.22 第 4 節 撤去機器リス

ト

苛性ソーダ、次亜塩素酸ソーダ、硫酸は計

画的に消費したうえで仮設タンクに移し替

え、その他の薬液は残っていない（残液処

分不要）と考えてよろしいでしょうか。

苛性ソーダ、次亜塩素酸ソーダ、硫酸につい

ては質疑のとおり。移し替え後の残液、工事

完了後の仮設薬注設備内残液は処分とする。 

その他薬液残量 

無機凝集剤（PAC）：残液なし 

脱水助剤：残液なし 

消泡剤タンク A：約 440L 

消泡剤タンク B：残液なし 



残液がある薬品は処分とする。 

7 

発注仕様書 P.28 第 6節 計装設備 
5 計装設備機器【更新】 
既設機器（液面計、指示計）の製造会社、

型式、製番をご教授ください。 

液面計（超音波式液面計） *2 重目盛 

 苛性ソーダ 

  製造会社：能研工業㈱ 

型式：SS110VXGT1 

S.No:26551 

 次亜塩素酸ソーダ 

  製造会社：能研工業㈱ 

  型式：XPS15XG 

  S.No：258637 

 硫酸 

  製造会社：能研工業㈱ 

  型式：SS110VXGT1 

  S.No：26541 

指示計 *2 重目盛 

  製造会社：コスモ計装 

  型式：HK12-V103 

  苛性ソーダ №：IK056 

    次亜塩素酸ソーダ №：IK060 

  硫酸 №：IK061 

枚方市 総務部 契約課 
ＴＥＬ：０７２－８４１－１３４５、 ＦＡＸ：０７２－８４１－２０１５ 
Ｅ－ｍａｉｌ送付先：keiyaku-kouji@city.hirakata.osaka.jp （工事） 
          keiyaku-itaku@city.hirakata.osaka.jp （委託） 
          keiyaku-buppin@city.hirakata.osaka.jp（物品） 
 
 














































